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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 表示部を備え本体装置の前面に固定された前面パネルと、この前面パネルの中央部に回
動可能に配置され、複数の操作キーを有する横長形状の操作体とを具備し、前記表示部は
、前記操作体を包囲するように配置されたリング状の表示部であり、前記操作体が前記前
面パネルに対して回動することによって媒体の挿入口が開閉されることを特徴とする車載
用音響機器。
【請求項２】
 請求項１の記載において、前記操作体の表裏両面に前記操作キーが配設されていること
を特徴とする車載用音響機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は車載用音響機器に係り、特に、表示部や各種操作キーが配設された前面パネル装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
カセットテーププレーヤやＣＤプレーヤ等が内蔵されている車載用音響機器には、本体装
置の前面パネルの表面に電源用スイッチや各ソースの切換え用スイッチ等の各種操作キー
が配置されており、必要に応じてＬＣＤ（液晶表示装置）の表示部を各操作キー群に並設
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したものも知られている。
【０００３】
従来、このような車載用音響機器においては、前面パネルの左右いずれか一方あるいは中
央付近に長方形状の表示部を配置し、この表示部の周辺に操作キー群を配置していた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところで近年、車載用音響機器は多機能化が促進されており、それに伴って操作キーの数
は増加し表示部も大型化する傾向にあるが、前面パネルの限られたスペース内に長方形状
の表示部と複数の操作キーを配置しなければならないため、表示部の表示領域をそれほど
広くできないという問題がある。また、長方形状の表示部を可能な限り大きくしたとして
も、その最大長を前面パネルよりも大きくすることができないため、表示内容は画一的と
なり、斬新な表示を行なうことができないという問題もある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、本体装置の前面パネルの中央部に複数の操作キーを有する横長形状の操作体
を回動可能に配置し、この操作体を包囲するようにリング状の表示部を配置することとす
る。このように構成すると、見かけ上は表示部の外形を前面パネルの外縁とほぼ同程度ま
で大きくすることができ、また、例えば表示部のリング形状に沿って移動する表示を行な
うことにより、操作体の回りを表示が移動する等、従来にない斬新な表示を行なうことが
できる。また、前面パネルの限られたスペースの有効活用を図ることができる。
【０００６】
【発明の実施の形態】
本発明の車載用音響機器では、本体装置の前面パネルの中央部に配置され、複数の操作キ
ーを有する横長形状の操作体と、この操作体を包囲するように配置されたリング状の表示
部とを具備している。
【０００７】
上記前面パネルを本体装置に回動可能に取り付け、この前面パネルの回動によってＭＤや
ＣＤ等の媒体の挿入口を開閉するようにしても良いが、前面パネルが本体装置に固定され
ている場合、前記操作体を前面パネルに回動可能に設け、この操作体の回動によって媒体
の挿入口を開閉するように構成すると、前面パネルのスペースの有効利用が図れる。
【０００８】
また、前記操作体を前面パネルに回動可能に設けた場合、この操作体の表裏両面に操作キ
ーを配設すると、限られたスペースに数多くの操作キーを配設することができ、この点か
らもスペースの有効利用が図れる。
【０００９】
【実施例】
実施例について図面を参照して説明すると、図１は実施例に係る車載用音響機器を前面パ
ネル側から見た正面図、図２は挿入口が開いた状態を示す車載用音響機器の正面図、図３
は操作体が反転した状態を示す車載用音響機器の正面図、図４は操作体の反転動作を示す
側面図、図５と図６は表示部の表示例を示す説明図である。
【００１０】
図１～図３に示すように、カーオーディオの本体装置１の前面にノーズとも称せられる前
面パネル２が固定されており、前面パネル２の中央部に横長形状の操作体３が配置されて
いる。操作体３は図示省略した駆動機構によって正逆両方向へ回動されるようになってお
り、この操作体３の回動によってその奥側に設けられたＭＤやＣＤ等の媒体の挿入口４が
開閉されるようになっている。操作体３の表面にはボリュームのアップ／ダウン用釦やオ
ープン釦５ａあるいはリバース釦５ｂ等を含む複数の操作キー５が配設されており、操作
体３の裏面には複数のファンクション釦６ａやクローズ釦６ｂ等を含む複数の操作キー６
が配設されている。また、前面パネル２にはＬＣＤの表示部７が配置されており、この表
示部７は操作体３を包囲するようにリング状に形成され、その外形は前面パネル２の外縁



(3) JP 4040725 B2 2008.1.30

10

20

30

40

50

にほぼ一致している。
【００１１】
図４に示すように、操作体３の両側面にトラック形状のガイド溝３ａが形成されており、
これらガイド溝３ａに前面パネル２から突出する支軸８が挿入されている。操作体３はガ
イド溝３ａが支軸８に沿って移動することにより同図の矢印方向へ回動可能であり、前面
パネル２には操作体３の回動を許容する湾曲形状の凹部２ａが形成されている。
【００１２】
このように構成された車載用音響機器では、図１に示すように、操作体３が表面を露出し
ている状態にある時、挿入口４は操作体３によって覆い隠されている。この状態でカーオ
ーディオの電源が投入されると、表示部７に任意の文字や図形が表示される。その際、表
示部７の外形は前面パネル２の外縁とほぼ同程度まで大きく形成されているため、例えば
図５に示すように、表示部７の高さ方向いっぱい、すなわち前面パネル２の上下方向全体
に「ＭＤ」という大きな文字を表示させることができ、また、表示部７は操作体３を包囲
するようにリング状に形成されているため、任意の文字や図形を操作体３の回りに移動さ
せるという斬新な表示を行なわせることもできる。
【００１３】
この状態でオープン釦５ａを押圧すると、操作体３が図示せぬ駆動機構によって正方向へ
所定角度だけ回転し、図２に示すように挿入口４が開放するため、この挿入口４に対して
例えばＭＤを装填または排出することができる。そして、オープン釦５ａを再度押圧する
と、操作体３は逆方向へ回転して再び図１の状態に戻る。
【００１４】
また、図１または図２の状態でリバース釦５ｂを押圧すると、操作体３が図１の状態から
正方向へ１８０度回転し、図３に示すように操作体３の裏面が露出する。この場合も、表
示部７は操作体３を包囲するようにリング状に形成されているため、例えば図６に示すよ
うに、表示部７の下部に各ファンクション釦６ａに対応する文字を表示し、任意のファン
クション釦６ａを押圧した時に、そのファンクション釦６ａに対応する文字を表示部７の
上部まで移動させて拡大表示する、等の斬新な表示を行なわせることができる。そして、
クローズ釦６ｂを押圧すると、操作体３は逆方向へ１８０度回転して再び図１の状態に戻
る。
【００１５】
このように上記実施例にあっては、前面パネル２の中央部に横長形状の操作体３を配置す
ると共に、この操作体３を包囲するようにリング状の表示部７を配置したため、表示部７
の外形を前面パネル２の外縁とほぼ同程度まで大きくすることができ、したがって、視認
性に優れた表示や斬新な表示を行なうことができる。また、回動可能な操作体３によって
媒体の挿入口４を開閉するようにしたため、前面パネル２の限られたスペースを有効に利
用することができ、しかも、操作体３の表裏両面に操作キー５，６群を配設したため、操
作体３に配設できる操作キー５，６群のスペースが２倍になり、この点からもスペースを
有効に利用することができる。
【００１６】
【発明の効果】
本発明は、以上説明したような形態で実施され、以下に記載されるような効果を奏する。
【００１７】
本体装置の前面パネルの中央部に複数の操作キーを有する横長形状の操作体を配置し、こ
の操作体を包囲するようにリング状の表示部を配置すると、見かけ上は表示部の外形を前
面パネルの外縁とほぼ同程度まで大きくすることができ、また、例えば表示部のリング形
状に沿って移動する表示を行なうことにより、操作体の回りを表示が移動する等、従来に
ない斬新な表示を行なうことができる。
【００１８】
また、前記操作体を前面パネルに回動可能に設け、この操作体の回動によって媒体の挿入
口を開閉するように構成すると、前面パネルのスペースの有効利用が図れる。
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【００１９】
また、前記操作体を前面パネルに回動可能に設けた場合、この操作体の表裏両面に操作キ
ーを配設すると、限られたスペースに数多くの操作キーを配設することができ、この点か
らもスペースの有効利用が図れる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は実施例に係る車載用音響機器を前面パネル側から見た正面図である。
【図２】挿入口が開いた状態を示す車載用音響機器の正面図である。
【図３】操作体が反転した状態を示す車載用音響機器の正面図である。
【図４】操作体の反転動作を示す側面図である。
【図５】表示部の表示例を示す説明図である。
【図６】表示部の表示例を示す説明図である。
【符号の説明】
１　本体装置
２　前面パネル
２ａ　凹部
３　操作体
３ａ　ガイド溝
４　挿入口
５，６　操作キー
７　表示部
８　支軸

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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